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辻町北自治会 (171世帯） 東生駒自治会（４００世帯）

辻町第5公園 東生駒北第1児童公園

公園面積 １０９３．１９㎡ ５５６８．０７㎡

公園種別 街区公園 街区公園

公園開設 昭和59年4月21日 昭和55年4月23日

地域団体 辻町北自治会 東生駒自治会

１５～３０名 ５０～６０名

自治会･有志等 老人会・子ども会・ボランティア団体等

公園の利用 公園の利用

●主に子どもたちの遊び場として利用

●主として、未就園幼児、幼稚園児とその保護者が既設の遊具（スベリ
台、砂場、ブランコ、鉄棒等）を利用している。
●公園のコンセプトが幅広い層に利用される形にはなっていないため利用
者が限定的になっている。

●明るく見通しが良い公園にしたい。（明るい園内灯にした
い。）
●夜間でも安心して歩ける視界の良い公園にしたい。
●高齢者も子どもも幅広く活用できる公園にしたい。

●予算上許され、池の埋め立てが可能なら公園敷地全般に活用範囲を拡大
したい。
●地区計画（用途の混在、敷地の細分化の防止等）が制定された地域の公
園に相応しい改修を希望する。
●地域の老若男女が集えるような文字通り公園にしたい。

東生駒住宅地内にあり、市道に囲まれている。園内に池を有し、緑も多
い。また、遊戯広場を設け多目的な公園となっている。

問題点
●見通しが悪く学生の夜間のたまり場となっている。
●公園前に違法駐車が多く防犯上問題である。
●園内灯が木に遮られていて暗い。

問題点
●基本的な問題点として、公園敷地のうち池が大部分を占めており、有効
活用ができていない。現状で使用できるのは、遊具等が設置されている平
坦な部分のみ。池周辺部分は、雑草に被われていたり法面であるためまっ
たく活用できていない。
●使い方として、自治会や傘下のグループ単位での利用は困難である。
（注）地域が開発されるまでの数十年前までは、農業用水であったが、現
在はその効用が見えない。また、子どもへの危険、衛生面(蚊の発生、悪臭
等）でも問題がある。現在は植栽とフェンスで囲われ事故は起きていな
い。

公園の概要・問題点

環境･地形･特徴

公園敷地を４段に造成し、上段を主に運動広場とし、その他
各段には、遊具、ベンチ、花壇を設け敷地の北側は緑道、南
側は県道路に接続し、敷地周辺にフェンス（H=１．３ｍ）を
設置した。

備　考

③公園の育成

●ワークグループを作り、継続的に改善管理を実施したい。

●池の埋め立てが実現すれば、地域住民の憩い・交わりの場所として、ま
た、自治会行事全般に使用したい。地区計画が制定された東生駒に相応し
い公園として活用、維持、管理していきたい。
●上記同様、災害発生の際の避難場所、新病院が完成した際は患者等の散
歩･憩いの場所としても利用できるメリットがある。
●自治会、ボランティアを中心に維持･管理にかかわっていきたい。

●少なくとも平面の部分に高齢者用遊具、休憩所(屋根付ベンチ、テーブル
等の設置）を追加設置して現状の改善を図りたい。
●３の追加策として、法面を利用したフィールドアスレチック遊具等の設
置、林の中の遊歩道等の設置を希望する。

 

公園名称

応募団体

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ参加
予定人数

地域の皆さんと
公園との関わり

応
募
内
容
の
要
約

公園の育成管理につ
いての考え

公園の施設などに対
する希望

公園概況

①地域の連携

②公園の課題解決
自治会員による公園清掃と業者発注による公園清掃を実施し
ている。

管理状況として、自治会による草刈清掃等と業者発注による草刈清掃を実
施している。

■審査のポイント

①地域連携…自治会を中心に、地域の方々が連携してワークショップに参加できる

②公園の課題解決…既存公園の課題をふまえ、課題解決に取組む意欲がある

③公園の育成…公園をより良く利用し、管理等にも積極的に取組む意欲がある


